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地区委員会幹事集会地区委員会幹事集会地区委員会幹事集会地区委員会幹事集会のののの
今後今後今後今後のののの方針方針方針方針

文書委員会から新地区幹事会の進め方をまとめて
という依頼があり、正直に言って困っています。
先日初めて地区幹集会が開かれましたが、出席さ

れた各地区幹事の考え方を聞いただけに留まり、ま
とめるには至りませんでした。従って議長個人の考
え方を記させて戴きますのでよろしく。
初めに地区委員会幹事集会の構成について
①原則としては各グループから選出された正副代
議員が構成されます。因みに地区は次の１０地
区に分けられます。
神奈川、埼玉、千葉、城東、城南、中央、城
西、城北、三多摩南部、三多摩北部

②各地区委員会で選出された正副幹事、計２０名
で地区委員会幹事集会が構成されます。

地区幹事集会を各グループの良識を反映するとこ
ろとして充実あるものにして行く為に地区委員会の
進め方も考えていく必要があると思っています。
◎各グループがサービス活動を行っていく上で起
きるさまぎまな問題を経験の分かち合いの中か
ら如何に解決し、また方向づけをしていけるか
を討議の中から見い出していくかを地区委員会
の中で地区幹がリーダーシップをとっていく。

◎サービス常任委、各委員会等のＡＡ全体に対す
るサービス活動についても報告だけに終ること
なく、各グループ、各地区委、そして地区幹事
会で良識ある討議の中から全体で協力していけ
るようにすることが理想的だと思います。

当面の課題
① 地区委員会幹事の任務についての自覚。
② まだ開かれていない地区は地区委員会を定期

的に開く。
③ 自地区全体を把握する （地区委を通して）。
④ 地区同志の交流を密にする。
⑤ 各グループへの伝達と意見の吸収を活発化す

る。
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広報委員会

今期、広報委員会は１０名のスタッフと、新たに
ニューズレター編集局を設けて、この２年間をあず
からせていただきました。
ニューズレターも昨年１２月迄に７号を、そして

今年、８号より隔月ごとに発行する運びとなりまし
た。始めは１５００部から、今は２５００部と、幅
広く読まれてくるなかで、これからのニューズレタ
ーが『私達の新聞』と親しまれますように、わかり
やすく実のある新聞となるように、スタッフー同、
心一つになって無い（？）知恵を出し合い、努力し
ていきたいと思います。
これまで、当委員会は、地域に根ざした地区割制

の活動と全国サービス体系創りへと専念してきまし
た。そして今、ＡＡ全体の動きがここ３～４年、急
速に活発化してくるなかで、その活動が、より着実
に、円滑に行われていくために、各委員会と各グル
ープと協力しながら 『サービス』ということに重、
点を置いて当委員会を進めてゆく方針です。
ＡＡの三角のマーク〈 回復、成長（一体牲 、奉（ ）

仕〉の一つである第３の遺産『サービス』というこ
とでは、健全なソブラエティをしていくために、な
くてはならない大切なものです。昨年１１月『サー
ビス・フォーラム』が行われた際、これからのサー
ビス体系のスローガンとして全国の仲間たちの推薦
の言葉 『求めるところに確かな奉仕を』と前向き、
の第一歩が打ち出されました。当委員会も、このス
ローガンに基づいて、サービス体系の流れを知り、
動きをつかみながら、仲間、関係者との協力を大切
にして、ニューズレターあるいは各催物を通じて、
今のＡＡの現状をありのままにお伝えしていきたい
と思います。またこのサービスということを通して
少しでも皆様のお役に立てたら幸いと思います。
現在、関東地域サービスとして、代議員、各地区

委員会そして幹事集会、メッセージ委員そして、サ
ービス常任委員会と、各々濃いものとなってきまし
た。又、個人的にも、或いは委員会を通じてもＡＡ
へのサービスの貢献をする姿 ＡＡを知らない遠
隔地へのメッセージと、新たに誕生するＡＡグルー
プヘの手助けへの行動 はめざましい動きとなっ
て、各地域ごとに発展してきています。この様な状
態の中で、今あらためて、関東地域のサービス体系
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を見通してみた時、確かにそれらの活動はよりよい
方向にあっても、それらが、現実断絶状態になって
きている事実は見逃せません。
個人の回復に直接関係のある一体性の中で、全体

の福利を第一に考えた時、各グループとこれらのサ
ービス体系とが相伴って、言い換えれば、お互いに
サービス仕合って、初めて全体の幸せ（福利）に通
じてくるものと思われます。このサービス体系に基
づく大きな土台となるのは、グループなのです。各
委員会はこれらの活動のお手伝い役であり、ＡＡ全
体が発展、成長していくためのサービス機関なので
す。
大切なのは、グループの良識を持った愛の心その

ものだと思います。その精神が、全体の福利に反映
された時、これらのサービス活動が生き生きと蘇り
り、その源となるグループの響きがこだまとなって
はね帰ってきた時、ＡＡの三角のマークが円滑に流
れ始めてくるように思われます。
広報委員会としてこれらの活動に参与できますこ

とを感謝します。そしてスタッフ一人ひとりが力を
出し合って愛と感謝の心をこめて、サービス活動の
一つとしてお役立ちできますように努めていきたい
と思います。
どうか、各グループが、まだ苦しんでいる仲間た

ちへ愛の手をさしのべられ、このサービス活動を通
して、豊かな実り多いグループに成長されますよう
に、心より願っています。

これだけはこれだけはこれだけはこれだけは知知知知っておこうっておこうっておこうっておこう

文書委員会
ＡＡミーティングの始めと終りのことば（クロー

ズとオープン）として新しいものができました。
外国の仲間たちが使っているＡＡワールド・サー

ビス社から出されているものを土台にしています。
良いと思われることはやってみるということで、Ａ
Ａミーティングの司会者の皆様、どうぞ御利用下さ
い。

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～
＜＜＜＜オープンオープンオープンオープンのののの場合場合場合場合＞＞＞＞
始めるにあたり、皆さんにお願いしたいことがあ

ります。司会者が話したことも、他のどのメンバー
が話したことも個人の意見であり、ＡＡ全体を代表
した意見でも、このグループを代表した意見でもあ
りません。
今日はオープン・ミーティングですので、ここに

お集まりの方の中にはメンバーでない方もいらしゃ
ると思いますが、ここで話されたことやここで会っ
た人のことはこの部屋にとどめておいて下さい。
今日出席している方々のプライバシーを尊重する

ために、写真撮影、テープ、メモ等は御遠慮願いま
す。

＜＜＜＜クローズクローズクローズクローズのののの場合場合場合場合＞＞＞＞
終わりにあたり、皆さんに御願いしたいことがあ

ります。
ここで話されたことや、ここで会った人のことは

この部屋にとどめて下さい。
司会者が話したことも、他のどのメンバーが話し

たことも、個人の意見であり、ＡＡ全体を代表した
意見でも、このグループを代表した意見でもありま
せん。持ち帰りたいものは持ち帰り、それ以外は、
この場に置いていって下さい。
うわさ話やかげ口が私たちの中にありませんよう

に。
そしてこのプログラムの愛と共感と安らぎが、今

日一日、どこにあっても、あなたと共にありますよ
うに。
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ＡＡグループには、そのグループが健全な活動を
進めていくために、いろいろな「係り」が決められ
ています。そしてどの係りもアノニミティ（無名で
あること）という、ＡＡの原理を優先しています。
したがって、ＡＡでの肩書きは、権力も名誉も伴

わないで、任務と責任をあらわすだけなのです。
それは個人の名声、地位、権威など持たないで、

どの仕事も他の人々への奉仕という基盤にたって、
同じレベル（平等）で、その任務、責任、分担がな
されています。無名であることは、各自が理解して
いる神のもとに、我々の回復の基礎をなすものとさ
れています。伝統２が注意している通り 「我々の、
リーダーというのは、奉仕を任された僕（しもべ）
にすぎない」のです。
グループのいろいろな係りは、いくつかのサービ

スを分担するため、グループ全員によって選ばれる
のが普通です （任期は１ヶ月、６ヶ月、１年とい。

）。ろいろあるがＧＳＲ＜代議員＞は２年任期とする
ほとんどのグループで、係りに求めることは、かな
りの期間ソブラエティを続けていることと、あてに
できるサービスをする意志と時間的余裕があること
です。たいていミーティングに忠実に出席する習慣
のある人の方が、欠席しがちの人より係りとしてよ
いのは言うまでもありません。また、その任期は、
定期的な交替制で行われ、次々とすべてのメンバー
に引き継がれています。
どの係りがどの仕事をするかというのはたいした

問題ではないと思われます。皆んなにとって非常に
大切なことは、だれが、何をするのか、を分ってい
ることです。
次にあげる「係り」は、代表的なグループの例と

して提案されています。
①運営委員会（またはサービス委員会）の委員
グループ全体から選ばれた経験を積んだ小グルー

であるこの委員会は、そのグループに代ってグルー
プの運営上の問題を処理していく一つの手段として
設けられる。
②グループ・チェアパーソン（チェアマン）
一定の任期の間、チーフの役目をする。グループ

の全てに通じたよき僕（しもべ）として、グループ
の機能がスムーズにいくために最終の責任をもつ。

そのグループとかかわりのある人々の間によい関
係を維持していく責任をもつメンバーで、たいてい
は１年以上のソブラエティの人で、グループでの他

、 。の奉仕の役目を経た後に この仕事につくのがよい
③セクレタリー（秘書）
グループ・チェアパーソンに代行する人。チェア

バーソンと同じく、グループの全てに通じたよい僕
であることが必要。他の係りが一つ一つの仕事のど
れかをひき受けていない時の代行もする。
④会計係り
ＡＡグループはメンバーからの献金だけで自立し

ている（伝統７ 。グループに必要なお金と、セン）
トラルオフィス、地区委員会、ＧＳＯの維持を分担
するために、いくらか余分なお金（献金）を集め、
簡単な記録をつけ、グループの人たちがその収支を
知っているようにする。
⑤ＧＳＲ（代議員）
全般的サービスの代表者。その人が属するグルー

プとＡＡ全体のつなぎ役で、地区、地域委員会を通
じて活動する（地区委員を兼ねる場合もある 。Ａ）
Ａの全世界にわたる活動が続いていくために、毎月
のグループ献金を集めＧＳＯに送る手助けをする。
自分のグループを代表し、地区委員会や集会で経験
を分かち合い、その地域の地域集会代表の選出を手
伝う。任期２年。
よいＧＳＲ（代議員）は「１２の伝統」の精神を

本当に働かせる。恐らく、どの係りよりも、われわ
れの第３の遺産 無償でサービスする霊的責任をよ─

く理解しているのである。
⑥メッセージ係り
そのグループがメッセージの窓口となっている関

係期間との連絡係りで地区委員会、ＧＳＯを通じて
「我々のグループの目的はまだ苦しんでいるアルコ
ール中毒者にメッセージを運ぶことである（伝統
５ 」を直接、担当窓口となり、他のグループとの）
協力を推進する。
この他にも、必要に応じてグループ独自のバラエ

ティーに富んだ係りを設けている。
（ＡＡグループ ． ～ ． 参照）P 10 P 30

広報委員

Ａ ＡＡ ＡＡ ＡＡ Ａ グ ル ー プグ ル ー プグ ル ー プグ ル ー プ
そ のそ のそ のそ の １１１１ 「「「「 係係係係 りりりり 」」」」
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「この蒲田教会でステップ・ミーティングを始め
た。それが日本語ＡＡの始まりといえる。昭和５０
年３月のことだった。
その頃は全メンバーで１０数名、初めは東京グル

ープといっていた。サー、何時から蒲田グループと
呼ぶようになったかは定かには覚えていないが、５
０年度中だったことは間違いない。
当時は人も少なく、資料も少ない。１２のステッ

プも本文だけは訳文があった。それを基礎に始めた
のだが、何もかも分らないことばかりで、アメリカ
人のスピーカーに来てもらって勉強しながらやった
ものだ 、とは、当時からのメンバーで我がグルー」
プの最年長者の話である。
このようにして、蒲田グループは、日本ＡＡの歴

史と共に１３年歩み続けて来た。無から始められた
パイオニアたちのご苦労を基に、次々と参加したメ
ンバーたちの活動がグループを存続させ、その時々
の特徴をもたらしたのであろう。
この間、多くのメンバーの出入りがあり、悲喜劇

も演じられた筈だ。そんな中で記憶に残る事柄を二
つ紹介したい。
その一は、日本ＡＡ発祥の地（？）の誉ある、蒲

田グループの名称が変わりそうになったことであ
る。５８年の頃、ＡＡプログラムで奇蹟を起こそう
よ、楽しもうよ、と、意気盛んな仲間の提案で、一
時ミラクルの愛称をつけた。だがミラクルは白然消
滅した形である。現実の厳しさに目覚めたのか、蒲
田への愛着が強すぎたのか、よく分からない。だが
ミラクルを求める気風は確かに存在する。活気に満
ちた時期であった。
その二。十周年記念行事を機に、地元に密着した

活動を、との方針に従って、中原と鹿島田の会場が
川崎グループとして分離独立した。当然、数人の仲
間と別れることになった。その後もまた、新しく玉
川グループが蒲田のメンバーに依って創られた。一
人のメンバーとしては寂しかったが、ＡＡの成長の
ために（？）まだ苦しんでいる仲間のために・・・

、 、 。などと 諦めたり 意気込んだりした時期であった
サテ、今日一日に生きる我々の現状は？
城南地区に属し、品川、大森南区を地盤として、

目黒、大森、大崎、蒲田各教会を会場とし、週６回
のミーティングを行っている。ステップ、クローズ
ドは勿論、伝統ミーティングが月に１回、他グルー
プのスピーカーミーティングも月に１度、特徴の一
つとして３ヶ月に一度位だが、専門家をお迎えして
の、オープン・スピーカー・ミーティングを持って
いる。
更に、わがグループを構成するメンバーだが、文

字通り老若男女の集まりである。みんな個性豊かで
ある。豊かすぎる個性の持主もいる。時には飲んで
現れる『つわもの』もいる（決して望ましくはない
が、やめたいという願望を信じて待つ忍耐力もグル
ープにはある 。当然、よい事ばかりではない。時）
には空中分解しても不思議はない事態も起こり得
る。が常に事は始まり、うまく進んで行く。これが
ＡＡの持つ不思議な力の為せる技であり、我がグル
ープの『良さ』であると自認している （どのグル。
ープも同じですね 。我が長老がよく言う 「一緒に） 。
始めよう。それをするのは、他のだれでもない、こ
の私である 。これが、我がグループを支え続ける」
原動力である、と思う。

「「「「 ステップステップステップステップとととと12
のののの伝統伝統伝統伝統」」」」12

値下値下値下値下げのおげのおげのおげのお知知知知らせらせらせらせ

昭和６３年２月１日より 「１２ステップと、
１２の伝統」の価格が従来の２、５００円から
２、０００円に値下げになりました。
詳しくはＪＳＯまでお問い合わせ下さい。
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